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頑張る人達とあなたへ声援を届ける医療と健康のフリーマガジン ご自由にお持ちください
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救
急
搬
送
増
加
、医
師
不
足
――

チ
ー
ム
力
で
医
療
崩
壊
を
防
ぐ

外
科
部
長
と
し
て
20
年
以
上
尽
力
さ
れ
て
き
た
坪
野
俊
広
医
師
。

副
院
長
と
な
り
、
若
手
医
師
の
育
成
に
奮
闘
す
る
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
長
、

医
療
安
全
管
理
室
長
、そ
し
て
救
急
拠
点
推
進
室
長
な
ど
、

多
く
の
肩
書
き
で
、当
院
の
医
療
体
制
に
ご
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、人
望
厚
く
懐
の
深
い
坪
野
医
師
が
考
え
る

救
急
医
療
体
制
の
現
状
と
課
題
に
迫
り
ま
す
。

医
師
に
な
っ
て
40
年

医
療
現
場
の
昔
と
今
は
違
う

　

2
0
2
3
年
4
月
か
ら
副
院
長
に
就

任
さ
れ
、
外
科
医
と
し
て
医
療
の
最
前

線
で
活
躍
し
な
が
ら
も
、一
歩
引
い
た
視

点
で
チ
ー
ム
を
統
括
す
る
坪
野
医
師
。

本
誌
に
は
2
0
1
6
年
9
月
号
の『
緩

和
ケ
ア
』特
集
以
来
、
2
回
目
の
ご
登

副院長・外科部長 坪野 俊広／ TSUBONO Toshihiro

teaming
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Profile	 	 	
1985 年	 新潟大学医学部卒業
	 医師免許取得、医学博士号取得
1995 年	 米国ピッツバーグ大学　留学
1999 年	 済生会新潟病院　赴任
2000 年	 済生会新潟病院　外科部長 就任
2023 年	 済生会新潟病院　副院長 就任
	 その他、教育研修センター長・緩和ケアチーム・
	 医療安全管理室長・倫理審査委員会委員長・
	 ハラスメント対応チーム・救急拠点推進室長を兼任

認定資格	
日本外科学会／認定医

所属学会	
日本外科学会、日本消化器外科学会、
日本臨床外科学会、日本消化器病学会、
日本緩和医療学会

5
年
目
く
ら
い
か
ら
、患
者
さ
ん
に『
あ

な
た
は
が
ん
で
す
』と
伝
え
る
医
者
が

出
始
め
、
私
も
患
者
さ
ん
と
正
直
な
話

が
で
き
る
医
者
に
な
り
た
い
と
強
く
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
も
研

修
医
を
指
導
す
る
坪
野
医
師
が
若
手

医
師
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、〈
医
療
現
場

の
ス
タ
ッ
フ
は
み
ん
な
対
等
で
あ
る
こ

と
〉。全
て
の
職
員
が
対
等
な
立
場
で

仕
事
が
で
き
れ
ば
、
医
療
現
場
は
も
っ

と
快
適
に
な
る
。定
年
退
職
を
見
据
え

て
、
坪
野
医
師
の
後
進
へ
の
願
い
で
も
あ

り
ま
す
。

医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に

今
、で
き
る
こ
と

　

長
き
に
渡
り
地
域
医
療
に
貢
献
し
て

き
た
坪
野
医
師
が
今
後
の
医
療
の
課
題

と
し
て
挙
げ
た
の
は〈
救
急
医
療
体
制
〉

に
つ
い
て
。前
号
の
特
集
で
お
伝
え
し
た

よ
う
に
、
当
院
は
昨
年
5
月
に
新
潟
市

救
急
医
療
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
た

ば
か
り
。年
間
8
千
台
以
上
の
救
急
車

を
受
け
入
れ
ら
れ
る
救
急
拠
点
病
院
に

な
る
目
標
ま
で
、
残
り
４
年
と
な
り
ま

す
。し
か
し
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
高
い

場
と
な
り
ま
す
。医
師
に
な
る
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
た
の
は
、
学
生
時
代
の
ラ
グ

ビ
ー
経
験
で
し
た
。

　
「
医
学
部
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所

属
し
、
ラ
グ
ビ
ー
部
員
は
外
科
に
進
む

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

坪
野
医
師
が
医
学
生
だ
っ
た
平
成
以

前
は
、
大
学
卒
業
後
に
2
年
以
上
の
研

修
を
す
る
医
師
臨
床
研
修
制
度
は
な

か
っ
た
時
代
。迷
う
こ
と
な
く
外
科
を

志
し
、
卒
業
後
は
県
内
外
9
つ
の
病
院

を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
日
々
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。24
歳
で
医
師
に
な
っ
て
か

ら
ち
ょ
う
ど
40
年
。医
療
現
場
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
を
間
近
で
見
て
き
ま

し
た
。

　
「
私
が
医
師
に
な
り
た
て
の
頃
は
、が

ん
患
者
さ
ん
に
は
が
ん
と
告
知
し
な
い

時
代
で
し
た
。例
え
ば
、
胃
が
ん
だ
っ
た

と
し
て
も『
胃
潰
瘍
で
す
』と
手
術
に

臨
ん
た
り
、
抗
が
ん
剤
の
点
滴
を
処
方

し
て
も『
栄
養
剤
で
す
』と
伝
え
て
い
た

時
代
。そ
ん
な
現
場
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
何
か
変
な
所
に
迷
い
込
ん
だ
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
周
り
の

人
た
ち
は
み
ん
な
、
そ
ん
な
も
ん
だ
と

思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。医
師
に
な
っ
て
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見
聞
き
し
、
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
と

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
例
え
ば
、連
日
、一
日
に
つ
き
患
者
さ

ん
の
入
院
が
3
人
増
え
る
と
、
当
院
の

収
支
も
黒
字
化
で
き
る
と
い
う
試
算
が

出
て
い
ま
す
。し
か
し
、
そ
れ
は
年
間
で

千
人
の
受
け
入
れ
を
増
や
す
と
い
う
こ

と
。改
め
て
そ
の
難
し
さ
に
た
め
息
が

出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。急
性
期
病
院

と
し
て
、
新
潟
市
の
医
療
再
編
の
先
頭

に
立
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

圧
と
と
も
に
、
医
療
が
激
し
く
変
わ
っ

て
い
く
時
代
に
参
画
で
き
る
う
れ
し
さ

も
感
じ
て
い
ま
す
」

ス
タ
ッ
フ
の
意
識
を
変
え
る

〈
心
理
的
安
全
性
〉の
強
化

　

医
師
不
足
、患
者
さ
ん
の
高
齢
化
、救

急
搬
送
の
増
加
、
そ
し
て
働
き
方
改
革
。

「
昔
は
24
時
間
3
6
5
日
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、勤
務
医
と
し
て
病

院
で
働
い
て
い
た
時
代
だ
っ
た
け
れ
ど
、

こ
れ
か
ら
は
そ
う
は
い
か
な
い
」と
坪

野
医
師
が
言
う
よ
う
に
、
日
本
の
医
療

制
度
は
と
て
つ
も
な
い
勢
い
で
変
化
し

て
い
ま
す
。立
ち
は
だ
か
る
大
き
な
壁
に

「
本
当
に
太
刀
打
ち
で
き
る
の
か
？
」と

い
う
不
安
を
抱
え
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
も

目
標
で
あ
る
の
も
事
実
。し
か
し
、病
院

の
機
能
分
化
と
集
約
化
は
待
っ
た
な
し

で
す
。ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
の
意
識
向
上

と
チ
ー
ム
力
の
最
大
化
の
た
め
に
救
急

拠
点
推
進
室
長
と
し
て
の
期
待
が
高
ま

り
ま
す
。

　　
「
日
本
で
は
特
に
救
急
医
療
が
切
迫

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
要
因
は
少
子
高

齢
化
に
あ
り
ま
す
。日
本
の
人
口
は
減
少

し
ま
す
が
、
高
齢
者
層
は
ま
だ
増
加
。こ

れ
か
ら
10
年
、
15
年
先
は
高
齢
者
の
救

急
搬
送
が
増
加
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

対
応
で
き
る
医
師
の
数
が
圧
倒
的
に
少

な
い
。特
に
、
当
県
は
医
師
の
高
齢
化
も

深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
、
国
に
よ
る
医
師
の
働
き
方
改
革

も
こ
の
4
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。で

き
る
限
り
を
尽
く
し
て
問
題
に
立
ち
向

か
っ
て
は
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

医
療
崩
壊
が
止
め
ら
れ
る
か
は
分
か
ら

な
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
」

　

副
院
長
と
し
て
当
院
の
経
営
に
も
携

わ
る
坪
野
医
師
は「
全
国
の
病
院
の
７

割
が
赤
字
経
営
」と
い
う
現
実
に
も
着

目
し
て
い
ま
す
。「
地
域
医
療
を
支
え
る

病
院
が
潰
れ
る
わ
け
が
な
い
」と
い
う

希
望
的
観
測
を
抱
き
つ
つ
も
、
県
内
外

で
廃
院
と
な
っ
た
医
療
施
設
を
報
道
で

副院長・外科部長 坪野 俊広／ TSUBONO Toshihiro

Q3. 趣味や特技は？ Q5. チャレンジしたいことは？

「ウオーキング」と言いたい
ところだけれど、実際にで
きているのは休みの日くら
い。週末になるとたまに妻
と一緒に、いろんなところを歩いています。

医師としての定年後も今と変わらず、おじいさ
んやおばあさんたちと仲良くやりながら緩和
ケアに携わっていきたいですね。

Q2. 最近気になっていることはありますか？

2016 年の本誌掲載のインタビュー時と同様に、おいしい店探しは相変わ
らずです。新潟駅からほど近い隠れ家的フレンチの「Restaurant ISO」さ
んや、古町東堀にある鮮度や部位にこだわる鶏専門店「my farm to table 
おにや」さんに行ってみたいです（まだ行けてはいないのですが…）。gourmet
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チーム力向上に必要不可欠な
心理的安全性とは

米国のハーバードビジネススクールのエイミー・C・エドモンドソン
教授によって提唱された概念。チームの中で遠慮なく話をしても、
それを理由に非難されることがない状態を示します。効果的なチー
ムを作るには何が大切かを検証したGoogle のプロジェクトによっ
て一躍有名になり、最も重要な条件として世界中で知られるように
なりました。

〈心理的安全性を高めるために重要な4 因子〉

組織にとって最も大切なこと
心理的安全性

現実 平等 公平 解放
心理的安全性

Q1. 学生時代の思い出は？

多
い
も
の
で
す
。し
か
し
、
不
安
あ
ふ
れ

る
環
境
を
打
破
す
る
た
め
に
も
、今
こ
そ

「
チ
ー
ム
力
を
上
げ
る
こ
と
が
課
題
」

と
坪
野
医
師
は
捉
え
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
こ
の
病
院
で
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織

を
作
り
た
い
。そ
れ
は
、
自
由
な
ゆ
る
い

組
織
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
忌
憚
な
く

意
見
を
出
し
合
い
、
議
論
し
、
失
敗
を

恐
れ
ず
に
実
行
し
て
み
る〈
心
理
的
安

全
性
〉の
高
い
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
き
た

い
の
で
す
。意
見
を
出
し
た
ら『
よ
く
ぞ

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。あ
な
た
の
働
き

に
期
待
し
て
い
る
ん
で
す
よ
』と
常
に

思
っ
て
い
ま
す
。年
齢
も
性
別
も
、
役
職

も
超
え
た
チ
ー
ミ
ン
グ
こ
そ
、
医
療
崩

壊
を
防
ぐ
基
盤
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。患
者
さ
ん
の
た
め
に
医
療
従
事

者
に
な
っ
た
わ
け
な
の
で
、最
後
ま
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

　
　
　
　
　

   

（
聞
き
手  

松
永 

春
香
）
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Seeking the real portrait

文武両道の学生時代を歩まれた坪野医師。相変わらず食への
好奇心もキープされ、忙しい日々の中でも、ご自身の好きなもの、
気になることを楽しまれていました。

坪野 俊広医師の素顔拝見

高校、大学の 10 年間はラグビー
に明け暮れました。当時は大学ラ
グビーが 一大ブーム。「男ならラグ
ビーでしょ」と180cm の 高身長で
意気揚 と々プレイしていました。　

率直に話し合える

前例がなくても挑戦する

責めずに助け合う

個人や個性を歓迎する

〈
イ
ラ
ス
ト
出
典
元
〉https://m

edium
.com

/com
plexity-liberalism

/equality-and-equity-99e04448e8fa
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クックパッド　さいせいかいにいがた

貧
血
予
防
に

ひ
じ
き
と
豆
の

　

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

このレシピの
＼ポイント／

＼1日当たりの／
食事推奨摂取の目安
---------鉄 ---------
男性：7.5mg
女性：6.5mg

------ビタミンC------
100mg

本
来「
ビ
タ
ミ
ン
C
」は
水
溶
性
の
た
め
、

茹
で
た
り
水
に
さ
ら
す
こ
と
で
失
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
じ
ゃ
が

い
も
の
場
合
は
、
加
熱
な
ど
に
よ
る
ビ
タ

ミ
ン
C
の
損
失
率
が
低
い
た
め
、
効
率
的

に
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

管理栄養士の
いたわりレシピ

● 1 人分の栄養価

エネルギー 199kcal

たんぱく質  6.1g

脂　質 8.6g

炭水化物 25.8g

食　塩 0.9g

鉄 1.5mg

ビタミン C 26mg

栄養科監修／	 石川 侑依（管理栄養士）
	 石川 真子（調理師）

「クックパッド」 に公
開しているレシピ
をキッチンでどうぞ

【
材
料〈
２
人
分
〉】

じ
ゃ
が
い
も（
皮
を
向
い
て
一
口
大
に
）︙︙
︙
︙
2
個

ひ
じ
き（
水
で
戻
し
て
お
く
）︙︙
︙
︙
︙
︙
︙
5
g

ミ
ッ
ク
ス
ビ
ー
ン
ズ
︙︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
60
g

パ
プ
リ
カ（
小
さ
く
角
切
り
に
）︙︙
︙
︙
︙
︙
5
g

★
酒
／
み
り
ん
／
醤
油
︙︙
︙
︙
︙
︙
各
小
さ
じ
１

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
︙︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
小
さ
じ
２
〜
３

粒
マ
ス
タ
ー
ド
︙︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
小
さ
じ
1

【
作
り
方
】

❶ 

じ
ゃ
が
い
も
を
耐
熱
容

器
に
入
れ
、
レ
ン
ジ
で
5

～
8
分
加
熱
す
る

❷ 

ひ
じ
き
を
小
さ
じ
1
の

油
で
炒
め
、
全
体
に
油
が

回
っ
た
ら
★
を
加
え
て
、

汁
気
が
な
く
な
る
ま
で

煮
炒
め
る

❸ 

粗
熱
が
取
れ
た
ら
、
じ
ゃ

が
い
も
と
ミ
ッ
ク
ス
ビ
ー

ン
ズ
、
パ
プ
リ
カ
を
加
え

混
ぜ
合
わ
せ
る

❹ 

あ
ら
か
じ
め
混
ぜ
て
お

い
た
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
粒
マ

ス
タ
ー
ド
を
、
最
後
に
混

ぜ
て
出
来
上
が
り

日本最大の料理レシピサイト「クックパッド」にレシピを公開しています。栄養科による健康レシピのバック
ナンバーは、当院のホームページ「広報誌･ パンフレット」のページからダウンロードすることができます。

貧血の予防には ヘモグロビン と呼ばれる

血液成分の材料となる鉄を摂取することが

大切です。鉄はビタミンCと一緒に摂ること

で吸収率が UPし、ヘモグロビンの生成を

助けてくれます。今回のレシピでは、調理時

でのビタミンC 損失率が少ないじゃがいも

に鉄の多いひじきと豆を加え、彩りも鮮やか

なポテトサラダをご紹介。
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ご質問にお答えいたします 

「車椅子マーク」の正しい意味と正式名称

Question and Answer

　当院ではインフォメーション（正面玄関での案内や受診援助）と
リーディング（小児科病棟で絵本や紙芝居の読み聞かせ）のボラ
ンティア活動を行なっています。現在は新型コロナウイルス感染
症防止対策のため、2020 年 4月より活動を休止しています。
　昨年 3月末で退会された冨井知世子さん、解良洋子さん、倉井 
清子さん、一関美知子さん、白井栄子さん、青山惠子さんへ感謝の
意を込めて感謝状を贈呈いたしました。これまでご活動いただき
ありがとうございました。　　　  （医療福祉相談室 MSW 瀨髙 香菜）

Report
ボランティア表彰を行いました

「車椅子マーク」のある駐車スペースに止めた車から
降りてきた人が普通に歩いて病院内に入って行きました。
どの程度なら止めてもよいものでしょうか？

車椅子マークの正式名称は 障がい者のための
国際シンボルマーク といい、障がいをお持ちの方
が利用できる、建築物や駐車場であることを明確
に表すための世界共通のシンボルマークです。
車椅子を利用する方に限定している訳ではなく、

内部障がいも含め、全ての障がいをお持ち
の方が対象となりますことを、ご理解い

ただきたいと存じます。

Q
A
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　昨年 11 月25日（土）、26日（日）朱鷺メッセ新潟コンベ
ンションセンターに於いて、第 73 回 日本消化器病学会甲
信越支部例会、第 95 回 日本消化器内視鏡学会甲信越支
部例会合同支部例会、ならびに第 25 回 日本消化器病学
会甲信越支部専門医セミナー、第 50 回 日本消化器病学
会甲信越支部教育講演会を開催しました。
　山梨・長野・新潟県の消化器診療に関わる250 名超の
医師が集まり、現在の診療・研究・教育など様々な課題に
ついて発表し討論しました。日々進化する新たな診断・治
療法について学び、来たるべき超高齢化社会を見据えて
の治療戦略を語り合い、更には働き方・キャリア支援など

Report

についても議論することができました。この会で得られた
ことを糧に、また一歩先を目指して日々精進していきたいと
思います。
　今回の開催に当たり、日本消化器病学会甲信越支部長
の信州大学医学部内科学第二教室 梅村武司教授、日本
消化器内視鏡学会甲信越支部長のがんセンター新潟病
院副院長 小林正明先生はじめ、多くの先生方にご指導
いただきました。またプログラム設計から実務まで多岐に
わたり実働していただいた当院消化器内科の横山純二部
長、総務課 吉川未織さんにこの場を借りて深謝したいと
思います。ありがとうございました。　　　（院長 本間 照）

消化器病学会のご報告

医療の広場RADIO
～病院スペシャル～

　当院が番組収録に全面協力した FM 新潟「医療の
広場 RADIO ～病院スペシャル～」の初回が 1 月21日

（日）に放送されました。新潟市出身のパーソナリティ
酒井春奈さんの進行のもと、『病院のいま』を伝えるラ
ジオ番組です。
　最初に登場したのは当院院長の本間照医師。今も
外来診療の現場に立ち、患者さんとの関わりを大切
にしています。もうすぐ100 年を迎える当院の成り立
ちや新潟市の医療についてお話ししました。リクエス
ト曲は ジャッキー・バイアード演奏の「セ・シ・ボン」。 
ジャズが大好きで気持ちを落ち着かせたいときに聴く
そうです。
　お次の登場は救急科部長の小林厚志医師。昨年 4
月の着任以来、救急搬送された患者さんの診療に当
たっています。新潟市の救急や、救急現場について話
しました。ご自身が高校・大学とラグビー部だったこと

からラグビー日本代
表応援ソング B'z の

「兵、走る」 をリクエスト。
　3 番目の登場は約 450 名いる大所帯の看護部を取
りまとめている佐藤志津子看護部長。看護師の立場
から見た救急の現場、済生会の使命への取り組みに
ついて話しました。リクエスト曲は大好きなカラオケで
歌う 今井美樹の「PRIDE」 。
　院内に設けられたスタジオでの公開収録は、和や
かな雰囲気のもと、あっという間に時間が過ぎました。
患者さんや地域の皆さんに、当院のことや地域医療の
ことをお伝えする大変貴重な機会となりました。
　テーマや出演者を入れ替えて、第 2 回の放送は 3 月
17日（日）、第 3 回は 5 月19日（日）のいずれも19：00
～ 19：55 の予定です。
　日曜日の夜に、ぜひお聴き逃しなく！

FM新潟に出演（全3回）

ON AIR
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　昨年 11月24日（金）化学療法委員会主催の公開セミ
ナーを開催いたしました。「がん診療でおさえておくべき
腫瘍循環器学～ Onco-Cardiology 診療ガイドラインよ
り～」というテーマに、大阪国際がんセンター成人病ドッ
ク科主任部長の向井幹夫先生にご講演いただきました。
今年度は当院に先生をお招きしてご講演いただき、一方
未だ新型コロナ感染禍であることも考慮しハイブリッド
形式で開催いたしました。
　腫瘍循環器学とは、がんと循環器の両者が重なった領
域を扱うという新しい臨床研究分野で、昨年 3月に日本
で初めての Onco-Cardiology 診療ガイドラインが作成
されました。本講演では、ガイドライン作成に関わった向
井先生より、最新のエビデンスに基づく推奨が提示され

Report

たCQ（clinical question）も含め、がん患者さんにとっ
て最適と考えられる治療について、わかりやすくご講演
いただきました。がん専門医と循環器専門医との連携、さ
らにがん専門の看護師や薬剤師など、多職種連携しなが
ら、患者さんの意思を尊重したがん診療を行う重要性に
ついて学ぶことができました。
　この講演会で学んだことを医療チームで活かし、より
安全で安心な化学療法を患者さんに提供できるように、
努めていきたいと思います。化学療法委員会では毎年、
院内外の医療従事者の皆さんを対象に、公開セミナーを
開催しております。今年も開催予定ですので、ぜひご参加
ください。　　　　　　

（事務局 治田 麻理子）

化学療法
公開セミナーを
開催しました

　
「
人
に
話
す
こ
と
で
心
が
落
ち
着
い
た
」と
い
う

体
験
に
つ
い
て
、み
な
さ
ん
は
あ
り
ま
す
か
。今
回
は

「
話
す
」に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
話
す
」に
は「
離
す
」、「
放
す
」と
い
う
機
能
が

あ
り
ま
す
。言
葉
に
し
て
話
す
こ
と
で
、
自
分
の
悩

み
や
迷
い
を
身
体
か
ら
離
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
体
か
ら
離
す
こ
と
で
体
験
を
俯
瞰
し
て
み
る
こ

と
が
で
き
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

心
理
面
接
の「
話
す
」、
に
も
こ
の
よ
う
な
機
能

が
あ
り
ま
す
。患
者
さ
ん
の
抱
え
て
い
る
悩
み
に

は
様
々
な
葛
藤
や
迷
い
が
あ
り
ま
す
。話
す
こ
と
で

「
あ
の
と
き
自
分
は
こ
う
思
っ
て
い
た
ん
だ
」と
改

め
て
気
づ
か
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。一
方
、

患
者
さ
ん
の
語
り
を
聴
い
て
い
る
聞
き
手
は「
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
」と
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、「
そ
れ
は
よ
か
っ
た
」と
ほ
っ
と
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。患
者
さ
ん
の
語
り
に
心
を
動
か
し
た
り
、

患
者
さ
ん
を
さ
ら
に
知
り
た
い
と
思
い
、
よ
り
深

く
話
を
聞
い
て
い
く
、
こ
う
い
っ
た
他
者
と
の
や
り

取
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
話
す
」を
通
し
て
身
体

か
ら
様
々
な
感
情
が
離
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

私
は「
話
す
」を
通
し
て
、
患
者
さ
ん
が
つ
ら
い

時
も
、
楽
し
い
時
も
そ
ば
に
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
患

者
さ
ん
の「
話
す
」言
葉
に
耳
を
傾
け
て
、聴
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。み
な
さ
ん
に
と
っ
て「
話
す
」

こ
と
は
ど
ん
な
体
験
で
し
ょ
う
か
。

公認心理師 髙山先生より

人に話すことの大切さ

Column
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C
are

Workplace visit	

院内で頑張るスタッフがずらり

職場訪門

Medical Partners	

医療連携の頼れるパートナー

登録医訪門

感染管理認定看護師から

換気について

効
率
的
に
室
内
を
換
気
す
る
に
は　
　
　
　
　
　

人
工
透
析
室
・
看
護
師 

山や
ま
ぐ
ち口 

朝あ

さ

み美
さ
ん

A３病棟・看護師  
吉田 ひとみさんにバトンタッチ
　同じ時 期に新 潟 県に来た仲 間で
す。A３病棟という様々な疾患が混在
する大変な部署ではありますが、淡々
と業務をこなす姿が素敵だなと感じ
ています。たまに院内で会えると彼女
の笑顔にほっとします。今年は同期で
集まってご飯に行きましょう♪

　

新
潟
県
民
に
な
り
、
も
う
す
ぐ

１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

転
職
、
子
ど
も
の
入
学
や
転

園
、
義
理
の
両
親
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
本
格
的
な
車
の
運

転
な
ど
、
慣
れ
な
い
生
活
に
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

配
属
先
も
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
部
署
へ
配
属
と
な

り
、
新
し
い
業
務
を
覚
え
る
の
が
大
変
で
し
た
。ま
だ
ま
だ
勉
強
が

必
要
な
事
や
、
覚
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す

が
、先
輩
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
2
0
2
4
年
は
、今
以
上
に
自
立

し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
休
み
を
利
用
し
、
一
人
時
間
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。新
潟
市
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
た
め
、
少
し

ず
つ
探
索
し
な
が
ら
、
自
分
の
楽
し
み
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
♪

新
潟
生
活
、 

も
う
す
ぐ
１
年
！

スタッフリレーコラム 医芳人

次号は

　新型コロナウイルス感染症の流行によって、感染
対策としての「換気」が注目されました。換気のコツは

「風の入口と出口」をつくることです。
　空間を除菌する、というような商品がいろいろとあ
ります。しかし空間を除菌するためには、その空間の
消毒薬の濃度を高める必要があります。屋内の感染
対策では「換気」が大切です。空間の中に消毒薬が
あったとしても換気をすると、どんどん濃度が下がっ
てしまい、換気をしながら空間を除菌するということ
は、そもそも無理な話なのです。
　もしも換気をしない密閉空間で、除菌できるほど
の十分な濃度の消毒薬があれば、それを吸い込ん
で体調を崩すという吸入毒性が問題となります。こ
のように、一般的に空間除菌というのは積極的にお
すすめされていない、というのが現状です。

（感染管理認定看護師 真柄 陽子）

❶ 1 ヵ所より2 ヵ所の
　 窓を開けましょう！　 

窓が１ヵ所しか開けら
れない場合は、室内ド
アを開けたり、扇風機
を活用して空気の流れ
をつくりましょう。

❷ 二方向の窓を開けましょう！

❸ 部屋の対角線で通風を意識すると、
　 さらに効果的に換気ができます！

効率よく換気をするポイント
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連携医療機関（登録医•病院）からのご紹介•ご予約について

当院の地域医療連携室までご連絡ください。

TEL.025-233-6182〈直通〉   FAX.025-231-5763
※平日8 : 30 ～ 17 : 00（土•日•祝日を除きます）
※患者さんからの予約はお取りしておりませんのでご了承ください。

　

私
た
ち
の
病
棟
は
、重
症
患

者
さ
ん
や
手
術
後
の
患
者
さ

ん
を
受
け
入
れ
、
救
命
の
た
め

の
治
療
を
行
う
集
中
治
療
室

を
併
設
す
る
循
環
器
科
・
心

臓
血
管
外
科
・
救
急
科
・
呼
吸

器
内
科
の
病
棟
で
す
。

　

各
科
優
れ
た
医
師
の
ほ
か
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
認
定
看
護
師

を
含
む
、優
し
い
看
護
師
と
看

護
補
助
者
、
薬
剤
師
、
臨
床
工

学
士
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
な
ど
、専
門
知
識
を
有
し
た

様
々
な
職
員
で
患
者
さ
ん
の

ケ
ア
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
が
急
変
し
た
時

に
発
揮
さ
れ
る
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
、
命
を
救
う
べ
く
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。重
症

患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
意
識
が

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、様
々
な
デ
ー
タ
や
表
情
な A

3
病
棟

Workplace visit	

院内で頑張るスタッフがずらり

職場訪門

Medical Partners	

医療連携の頼れるパートナー

登録医訪門

風
間
小
路

風
間
小
路

広
小
路

広
小
路

坂
内
小
路

坂
内
小
路

新
堀
通

新
堀
通

柾
谷
小
路

柾
谷
小
路

至
新
潟
駅
↓

至
新
潟
駅
↓

●イタリア軒様●イタリア軒様

●新潟グランド
　ホテル様
●新潟グランド
　ホテル様

萬
代
橋

萬
代
橋

都
大
橋

都
大
橋 朱鷺メッセ●朱鷺メッセ●

●NEXT21●NEXT21

●第四北越銀行
　本店様
●第四北越銀行
　本店様

●
古
町
ル
フ
ル

●
古
町
ル
フ
ル

西堀通西堀通

東堀通東堀通

本町通本町通

　

当
院
は
1
9
5
1
年
に「
耳
鼻

咽
喉
科
桶
谷
医
院
」と
し
て
開
業

し
ま
し
た
。3
代
目
院
長
の
本
間

悠
介
で
す
。平
成
31
年
4
月
1
日

よ
り「
桶
谷
耳
鼻
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

に
名
称
を
改
め
、
院
内
外
と
も
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
は
耳
鼻
咽
喉
科
一
般
診

療
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
お
り
、

め
ま
い
や
難
聴
と
い
っ
た
耳
疾

患
、
扁
桃
炎
等
の
咽
喉
頭
疾
患
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど
の
鼻

疾
患
な
ど
お
困
り
の
際
は
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
耳
鼻

咽
喉
科
の
特
性
上
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
い
っ
た
方
も
来
院
さ
れ

る
た
め
、患
者
さ
ん
が
安
心
し
て

受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
際
に
隔
離
室
を

設
け
、
院
内
で
は
感
染
症
以
外
の

他
の
患
者
さ
ん
と
接
触
し
な
い

よ
う
な
造
り
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
地
域
柄
、
高
齢
の
方

が
多
い
こ
と
か
ら
車
い
す
の
方

で
も
入
れ
る
よ
う
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

診
察
の
際
は
で
き
る
だ
け
患

者
さ
ん
が
話
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
り
な
が
ら
地
域
医
療
に
貢

献
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
心

が
け
て
お
り
ま
す
。医
療
を
提
供

す
る
に
あ
た
り
、そ
の
個
性
を
生

か
す
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
負
担

が
少
し
で
も
減
る
よ
う
な
診
療

が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

耳
鼻
咽
喉
科

医師名 本間 悠介（ほんま ゆうすけ）先生

住　所 〒951-8063  新潟市中央区古町通
10番町1711-3

電　話 025-222-7826
診療時間 月 火 水 木 金 土 日祝

9:00 ～ 12:00 ● ● ● ● ● ● ー
15:00 ～ 18:00 ● ● ● ー ● ー ー
※駐車場は医院脇に9 台、医院正面に2 台あり（うち1 台車いす用）

ど
か
ら
変
化
を
見
逃
さ
ず
、

患
者
さ
ん
の
苦
痛
や
不
安
を

取
り
除
き
、可
能
な
範
囲
で
早

期
に
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
な

が
ら
、患
者
さ
ん
が
地
域
に
戻

れ
る
よ
う
、
一
人
一
人
に
寄
り

添
っ
た
看
護
の
提
供
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
済
生
会
に
入

院
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

 （ 

A
3
師
長  

阿
部 

弘
子
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

中
央
区

桶
谷
耳
鼻
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

1111



なでしこチアーズ

こちらも
注目

済生会新潟病院の
Facebook 好評稼働中！

お客様専用ナビダイヤル ☎0570-009608

当院HPよりバックナンバーもご覧いただけます。

社
会
福
祉
法
人 

恩
賜 

財
団 

済
生
会

　済
生
会
新
潟
病
院

新潟市西区小新5丁目7番21号アピタ新潟西店

毎週火曜日は火曜特売！！
UCSカード・
majica会員さま

年齢確認できるもの（免許証等）をご提示ください。

●60歳以上で、パスポートにご署名されたご本人のみご利用いただけます。
●1枚で毎月ハッピーデー当日のみ、アピタでご利用いただけます。
●対象商品の取り扱いのあるアピタ店舗にてご利用いただけます。一部除外商品がございます。
●修理・加工代・箱代は対象外です。
●他の割引、円引き企画をご利用いただく場合、割引率の高い方での割引となります。

ただ今「新型コロナウィルス感染拡大防止」のため、チラシ・イベント等の予定を変更させていただくことがございます。
詳しくは店内ポスター・ホームページ等でご確認ください。

UCSカード・majicaで全額お支払いください
※一部商品を除きます。※専門店は各店にてご確認ください。
※一部店舗では実施しておりません。

5%OFF
月毎 日 日 日9 19 29

発行手数料

無料

衣料品
（インナー・靴・服飾雑貨含む）

キッチン・リビング用品
（日用消耗品は除外）

寝具
インテリア用品

医薬品
（調剤は除外）

介護用品
（介護オムツは除外）

文具・玩具・ファンシー
（TVゲーム関連は除外）

10%
OFF

毎月 60歳以上の方限定!!日16日・15
＼レジにて／

ハッピー
パスポートの
ご提示で

予防医療センターのご案内
「治療」から「予防」へ　予防医療の実現を目指します

済
生
会
新
潟
病
院
　
広
報
誌 

〈
発
行
人
〉
院
長
　
本
間 

照
〈
発
行
日
〉
二
〇
二
四 
年 

二 

月 

一 

日

な
で
し
こ
チ
ア
ー
ズ
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☎025-233-6669（直通）
予防医療センター受付時間	平日9：30 ～ 11：00
お電話でのお問合わせ時間	平日9：00 ～ 16：30

詳しい内容についてはこちらの
QRコードからホームページでご確認ください

● 人間ドック
● 脳ドック	
● 肺ドック
● 生活習慣病予防健診
● 特定健康診査
● 新潟市がん検診
● 個人健診
● 各種単独検査　等

健診
内容

B棟2階 予防医療センター

Dr. さいせい


